
遠隔×術中画像×自動麻酔で実現する次世代周術期DX人材育成拠点構想
〜気合だけでは未来はない 将来を見据えたアクションプロジェクト〜

令和７年度大学教育再生戦略推進費「大学病院機能強化推進事業（経営環境の改善に資する教育研究基盤の充実）」

学校法人慈恵大学 大学病院改革プラン
（抜粋概要）

●増収減益の経営から脱却関係
【増収】病床稼働率の向上、体制整備による施設基
準取得、算定漏れ防止、等
【適正化】ライフサイクルコストの勘案、原価計算
による調査分析、等

●地域の実情や将来の医療需要対策関係
区中央部医療圏は圏域外からの流入患者割合が多く
2050 年の将来推計では医療需要も 39％増。
→需要への対応を行う。

●今後大学病院が求められる機能を担うために必要
となる病院運営の構造転換
【病院長のマネジメント体制】
最高意思決定機関とは別にワーキンググループ等を
随時設置し、更にスピード感のある解決を図る。

【地域医療構想に基づく役割分担】
１．医師臨床研修制度、専門医制度の改定により診
療科毎の偏在が生じていることから、診療体制や医
師派遣機能に支障を来たなさいよう医師確保に向け
た取り組みを強化。
２．また新たに自治体等との連携強化として、東京
都内の１３大学病院（本院）が主体となって協議会
を新たに設置し東京都保健医療局と協働のもと、東
京都保健医療計画で示される役割を組織的かつ計画
的に推進する枠組みを構築。

経営環境の改善に資する教育研究基盤を充実させ、大学病院改革プラン
を着実に実行するために、本事業では以下の事業を行う

次世代遠隔画像支援システムによる高度画像シミュレーション手術教育拠点

医師派遣など大学病院としての責務を果たすため、派遣した医師が最新
の医療をキャッチアップするための継続的な教育機会の提供と、大学病
院本院からのサポート体制を構築。

遠隔システムにて手術中の映像を限定
共有することでどの病院でも本院と同
等の医療の質を担保。
これにより、若手医師や学生の教育、
地域医療に貢献。

次世代遠隔画像支援
システム

自動麻酔・遠隔モニタリングシステム構築と次世代麻酔科医人材育成

麻酔医不足は全国的な課題である。人材育成･人材派遣を通じて社会的
役割を果たしていくとともに、デジタル技術・医療DXを活用した新た
な周術期医療体制を創出し、持続可能な麻酔診療モデルを構築する。

大学病院として地域における役割を果たすとともに、
持続可能な大学病院経営を実現する

• 「遠隔モニタリング」･「自動麻酔(ロ
ボット麻酔)」を組み合わせた新しい周
術期管理モデルを構築する。

• 麻酔科医リソースを最大限に活用し、
安全性と教育効果を両立した周術期管
理を実現する。

• 医学生や専攻医がデータ駆動型麻酔管
理に直接触れることで、医療実装力を
高める。



柏病院

附属病院に術中CT装置やナビゲーション、術前シミュレーション装置を完備し、
遠隔指導ツールのJOINで繋げることで、どの病院でも本院と同等の高難度医療が可能となる。
こうした人材を育て、送り、サポートする体制を構築することにより、若手医師や学生の教育、地域医療に貢献。

血管撮影装置

モバイルCT装置

次世代遠隔画像支援システムによる高度画像シミュレーション手術教育拠点

医師派遣先

１．本院に新たにハイブリッド手術室を開設。

３．3Dシミュレーション用ソフトウェアを用いること
で術前画像を用いた高度画像シミュレーションや
高難度手術に対する手術戦略の作成、若手医師
に対する教育、ラーニングカーブの短縮が可能に。

Join LiveViewによって手術中の映像をリアルタイムで共有することができ、
1)遠隔での手術のサポート, 2)遠隔での手術の見学が可能

分院若手外科医への遠隔教育本院エキスパートの手術

Live
imaging

音声

本院

エキスパートによる
遠隔指導

将来的には厚木市立病院（神奈川）、富士市立病院（静岡）などの
大学協力病院へ展開することを検討

２．分院に術中CT装置を設置。

（千葉）

（東京）



自動麻酔・遠隔モニタリングシステム構築と次世代麻酔科医人材育成

自動麻酔・遠隔モニタリングシステム
各手術室には、必要最小限の麻酔科医が配置される。
専門医は中央で、自動麻酔システムおよび遠隔監視シス
テムを活用して、複数手術を統合的に管理する。
本事業ではこの体制を構築する。

※自動麻酔システムとは
BIS・筋弛緩モニタリングに基づく自動投与制御で、鎮静・鎮痛・筋弛
緩を一元管理できる全静脈麻酔支援システム。導入・維持の制御を
標準化し、麻酔科医の負担軽減と麻酔のオートメーション化による
医療ミスの削減・医療安全の向上を実現する。

今後のステップ
１.自動麻酔・遠隔モニタリングシステムの確立（「仕組み」化）
２.次世代麻酔科医の育成
３.麻酔科医が不足する地域に同システムを展開するとともに、
この「仕組み」を運用可能な人材を派遣する。

次世代麻酔科医の育成
全国的に麻酔科医不足が課題となっており、地方では手術実施の律速
となっている。
自動麻酔と遠隔モニタリングを組み合わせた周術期管理モデルを構築
し、新たな管理の「仕組み」を創造する。
若手医師、医学生には早期から遠隔監視・集中管理の仕組みを体系的
に体験させ、周術期管理の高度化・効率化を推進できる高度医療人材
を育成する。

●

自動麻酔 麻酔医 生体情報

人を送るから
人と「仕組み」を送るへ
麻酔科医不足の地域に
高度医療人材と「仕組み」を
送り、全国的な
ネットワークの構築を
目指す
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